
アグリボこよみ
― 作物別使用方法 ― 玉 ね ぎ

使用ポイントは、肥大期・倒伏期
玉ねぎは倒伏後も肥大します。その時重要になって来るのが、根の働き。
移植後の①～③のポイントにしっかりとした根を張らせ、球締まり・肥大・
強い外皮づくりを促進しましょう。

栽 培 暦 アグリボEX

育
苗

播 種

500倍 潅水散布 または
葉面散布（ヤワラ500倍混用）

7日間隔
2～3回

500倍 移植前潅水散布 1回
移 植 ( 3葉期 )

移植後生育初期

①球肥大初期 (7～8葉期) 1,000倍 葉面散布（ヤワラ混用） 1回

②球肥大期 1,000倍 葉面散布（ヤワラ混用） 1回

③倒伏・成熟期 * 1,000倍 葉面散布（ヤワラ混用） 1回

（根切り）
収 穫

* 極早生種の場合、③の使用は省く。（葉の青みが残り、収穫が遅れる可能性があるため。）

葉先枯れ対策に、ヤワラ！
乾燥や高温などにより、根からのカルシウム吸収が
困難になり発生します。それからでは手遅れなので、
移植後から「ヤワラ」を使って予防しましょう。

低温期の寒さ対策にも、ヤワラ！
「ヤワラ」に含まれるカルシウム成分で、組織を
しっかりと作り、トレハロースで細胞を保護し、
寒さを乗り切りましょう。冷え込みが予想される
2～3日前に 500倍に希釈して葉面散布。

天候不順が予想される場合、「アグリボEX」の代わりに
“光触媒 ”入り「アグリボ3」の3,000倍希釈液の散布
が有効です。
「アグリボEX」や「アグリボ3」を葉面散布する際
“展着促進材” (界面活性剤・トレハロース)入り「ヤワラ」を
1,000倍希釈相当で加用すると、散布液の展着性向上に
効果的です。
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